
アスファルト混合物事前審査制度の審査機関の指定について 

 

   アスファルト混合物事前審査制度（以下、「本制度」という）は、アスファルト混合所で製造す

るアスファルト混合物を事前に審査、認定することにより、従来の工事毎、混合物毎に実施して

きた試験練り等を省略できる制度で、平成 13 年度より実施しています。（別紙参照）。 

本制度の運用により発注者、受注者およびアスファルト混合物製造者の業務の合理化、省

力化ならびにアスファルト混合物の安定した品質の確保を図ることを目的とするものです。 

 

（１）指定した審査機関 

 （一社）日本道路建設業協会関西支部 

 

   （２）審査機関の主な業務 

審査機関は、アスファルト混合物事前審査委員会及び立入調査部会の運営に関する

業務並びに本制度の実施における以下の事務全般を行います。 

１）審査委員会の運営に関する業務 

２）立入調査部会の運営に関する業務 

３）事前審査申請書類の受付及び書類審査に関する業務 

４）審査及び合否判定資料の作成に関する業務 

５）認定証の発行事務及び審査結果の公表・報告に関する業務 

    

（３）審査機関の指定期間 

 令和３年３月１日～令和７年２月２８日【４年間】 



近畿地方整備局

混合所審査機関

発注者 施工者

【現審査機関】
日本道路建設業協会 関西支部※
（指定期間：R3.3.1～R7.2.28）

※4年毎に近畿地方整備局が審査機関を公募

【業務内容】
・審査委員会及び立入調査部会の運営
（認定は審査委員会にて判定）

・事前審査における事務全般

・認定書の写しを施工者に提出
・認定は混合物毎に年１回更新が必要

・混合物の製造に関して自主管理を行い、
品質規格に適合した混合物を出荷

・試験練り立会の省略
・監督職員の基準試験の承諾行為が省力化

・工事毎の配合試験及び試験練りの省略
・工事毎に提出していた書類の省力化
・自主管理の促進（安定した品質確保）

・近畿地方整備局、府県、政令指定都市
で本制度を実施

【得られる効果】
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・試験練り立会の省略
・提出書類の作成が省力化
・提出書類のバックデータの確認作業の軽減

【得られる効果】

・認定書の写しを発注者に提出し、工事
施工

事前審査の
申請

認定書

審
査
機
関
を

公
募
指
定

アスファルト混合物事前審査制度とは、混合所のアスファルト混合物を第三者機関が事前に認定し、
従来実施していた工事毎の試験練り等を省略する制度です。工事毎の試験練り等を省略することから、
監督職員、施工者、混合所の省力化、書類削減等によるコスト縮減及び安定した品質を得ることができ
ます。（平成13年度より実施）

立会・立入調査

別紙

アスファルト混合物事前審査制度


